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≪専門家に作ってもらう方≫
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ゴールデン用『地下型の巣箱』　Ｇ－４６５型

『透明な観察板』落ち込み防止溝
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イ⇒『透明な観察板』を側板全体で支える、『落ち
込み防止溝』を側板上部全周に設けてください。
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≪又は加工に自信のある方≫
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Ｆ

トイレ室兼砂浴び室　マルカンのリスハムのトイレをそのままセットできます。セットの時は
上のカバーを取り除いてセットしてください。中で方向転換できない場合のために、出入口
の穴を２ヶ所に設けてあります。

寝室又は貯蔵室　ハムスターが好みで決めます。一度決めても季節の変わり目などに模
様替えをする場有為があります。

トイレ室兼砂浴び室　タッパーなどをセットしてください。
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≪自作される方へ≫
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地

側板と『透明な観察板』が接する部分の処理は、少し高度な加工技術を要します。●一般的に
は、ロ又はハの様にすると加工しやすいです。ただし、どの場合でも、『透明な観察板』と側板に
はスキマが生じないようにしてください。二のように落ち込み防止板を設けると、『透明な観察板』
が安定します。

『透明な観察板』の『落ち込み防止板』を
側板の全周に貼り付けることで、『透明な
観察板』の密着度を高めて、しかも遊び
があるという、●イと類似した効果を得る
ことが出来ます。

部屋の仕切り板で支えます

『透明な観察板』

2



丸凸の足
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丸凸の足

丸凸の足

ズレ防止板
ズレ防止板

※ケースの底の外周は、図では直線ですが、実際にはわずかに湾曲しています。

Ｃ Ｂ Ａ

ケース底外周

38

丸凸の足

推奨ケース　アイリスオーヤマ　TB-６４　の　巣穴加工

●図は、『地下型の巣箱』Ｇ－４６５の上に、アイリスオーヤマＴＢ－６４を載せて、上すら見た状態です。

取手

●穴の大きさは、約５０ミリ×約７０ミリの長円形です。

●穴の中心位置は、中心から１５ミリずらして、足位置から３８ミリの位置です。

中心

足位置



Ｃ Ｂ Ａ

Ｄ

Ｆ

Ｄ Ｅ

冷暖房装置の設置方法

ゴールデンハムスターの場合は、『地下型の巣箱』が大型になりますので、寝室を
中心に床冷暖房を行います。長辺の方からセットします。

Ｃ Ｂ Ａ

●部屋Ｃを寝室にした場合の冷暖房装置のセット位置

●部屋Ｄを寝室にした場合の冷暖房装置のセット位置

Ｅ

Ｆ

冷暖房装置の放熱部

冷暖房装置の放熱部



放熱板が飼育ケースの上部に接触しますので、乗せている飼育ケースを少しずらします。
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●部屋Ｅを寝室にした場合の冷暖房装置のセット位置

ＡＢ

冷暖房装置の放熱部


